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物

ま

た

、
少

た
な
ど
と
い
う
欣
伶
を
川
に
流
し
、

¥
防
ノ

弘

、
M
Y

年
少
女
が
習
あ
る
い
は
髪
や
仏
具
を
洗
い
、
牛
馬

爪判
ど
、
日
J
字
の
上
達
を
の
水
浴
び
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

C
4

願
っ

て
、
イ

こ
こ
で
は
、
七
夕
は
盆
の
十
五
日

モ

の

葉

の

露

も

の(
中
元
)
の
先
祖
祭
り
に
先
だ
っ
物

で
墨
を
す
り
、
短

冊

に

字

を

書

い

て

い忌
み
の
日
で
、
身
を
清
め
て
先
祖
を

笹
竹
に
つ
る
す
こ
と
も
、
都
市
こ
ま

迎
え
ま
つ
る
準
備
の
日
と
み
る
こ
と

広
く
お
こ
な
わ
れ
た
。

が
で
き
る
。
と
文
献
に
見
え
る
。

し
か
れ
持
地
の
農
村
で
は
、

星

祭

県

内

で

は

孟

関

金

が

旧

暦

で

行

な

り
に
も
短
冊
竹
に
も
関
係
の
な
い
七

わ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
八
月

タ
祭
り
が
あ
目
。
七
夕
馬
と
か
迎
え
七
日
に
七
夕
祭
り
を
す
る
と
こ
ろ
も

馬
と
称
す
る
藁
馬
を
つ
く
り
、
ね
ぶ

b
A
d
J
1
L
V
 

レい

タた

ー
、ー

中代伝を牽1。ま
国にえは牛5 た
か乞きがさ白う は
ら巧5あん T そ
は莫Zりで kし の
いと 、会糊T 日
ついす合女E の

七
月
七
日

行
事
を
さ
す

こ
の
タ
に

星
と
が
銀
河

す
る
と
い
う

/
司
¥
で
に
奈
良
時

初
同級

う

星

祭

り

が

物
て
い
る
。

相
仰 びまや

4写真は二上山にある大伴家持井I11銅像

(高岡市観光課提供〕

aD脅調語E

歴史シリーズ⑦

越中の国守大伴家持
おおとものやかもち

奈良時代の歌集に万葉集がある。選者は大伴家持といわれ
る。天平16年 (746)28歳のとき越中の国府に赴任、在任期間
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し

、

想

い

知

豊

が

市

工

上

り

と

れ

を

で

も

り

と

都

海

二

あ

の

か

活

ん

と

ま

こ

業

臨

る

も

も

分

生

進

こ

あ

た

産

大

き

で

る

に

や

り

た

、い

新

一

で

族

さ

郡

景

な

い

は

て

岡

、

望

名

ま

四

風

か

て

活

し

高

み

眺

た

に

の

の

も

し

生

と

・
を

を

つ

。

国

波

時

業

り

の

物

山

港

浦

当

る

他

砺

。

当

農

た

民

食

富

聞

の

に

あ

が

、

た

、

み

し

庶

な

も

月

呉

護

で

物

水

い

し

も

進

を

し

要

江

4

条

守

人

風

射

て

し

し

ら

ら

が

飼

か

重

の

年

。

や

の

歌

や

、

れ

ら

さ

り

し

す

か

拓

鵜

し

を

呉

昨

る

野

居

表

河

負

か

に

な

り

け

ら

た

首

開

で

。

き

奈

、

い

平

皇

代

山

婦

お

初

夏

ら

が

ち

拍

子

立

3
の
川
た
っ
た
て
て
水

、
の
の
。

、に
μ
常
か
か
立
を
娘
に
作
野
、
い
し
れ
し
し
射

で
葉
中
る
川
木
を
山
神
に
川
ふ
瀬
表
平
り
て
，
あ
ま
と
と

、

将

万

越

い

新

伏

雪

ず

と

鵜

ほ

と

代

。

た

れ

、

よ

港

う

は

。

武

は

、

て

、

市

る

か

ご

出

に

る

の

る

つ

ら

く

に

新

ろ

像

る

。
々
人
に
れ
は
岡
け
あ
瀬
を
男
ゐ
と
こ
き
と
織
し
集
山
変
銅
い

た

代

旅

機

ま

中

高

お

も

き

の

な

き

だ

で

を

も

ら

葉

富

れ

の

て

っ

、
伴
を
よ
越
の
り
ど
早
川
伴
れ
つ
ん
が
魚
麻
た
。
万
一
、
ま
こ
れ

あ
は
大
任
く
の
在
降
れ
の
そ
十
く
し
詠
と
で
や
っ
る
の
幹
生
の
ら

で
氏
、
在
多
頃
現
に
見
川
ゃ
八
川
あ
を
こ
海
絹
か
え
そ
基
に
郷
て

年

伴

父

中

数

の

は

山

ひ

負

神

中

る

、

、

な

が

ま

の

帯

持

立

5
大

の

越

、

こ

府

立

め

婦

雄

越

す

が

れ

で

か

い

設

地

家

に

は

彼

て

国

像

た

ら

か

う

建

業

山

表
紙
題
字

吉
田

実

富
山
県
知
事

表
紙
・
大
伴
家
持

(
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑦
)

や
ま
び
こ

七

夕

八
グ
ラ
ビ
ア

V
特
集
・
両
陛
下
深
緑
の
越
路
に

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
送
り
し
て

富
山
県
知
事

植
樹
祭
を
機
会
に

県
土
を
緑
で
包
も
う
・・.

出
水
期
に
備
え
て

:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・-:・

:
:
:
j
i
-
-
-
U

宇
宙
時
代
を
築
く
日
本
万
国
博
・••••
•••
•••
••••••••••••

••
•••
••• 

・・・・・・・・日

八
グ
ラ
ビ
ア

V

頼
成
・
吉
峰
に

国
土
緑
化
の
願
い
を
こ
め
て

融
資
総
ま
く
り
②
農
業
水
産

・
農
地
林
務
関
係
:
:・

j
i
-
-
:
:凶

こ
の
人
を
訪
ね
て

全
国
植
樹
祭
で
表
彰
を
う
け
た

池
田
静
門
さ
ん
:
:
:
:
:
:
:
-
m

県
庁
の
機
構
紹
介
総
合
計
画
部
統
計
調
査
課

他
人
事
で
は
な
い

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
恐
ろ
し
さ
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
日

国
の
出
先
機
関
紹
介
富
山
地
方
法
務
局

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
ご
質
問
に
答
え
て
・:
:
:
:
:
:
-
j
i
--
:
:
-
m

曳
山
の
由
来
⑦
大
門
曳
山

七
月
の
交
通
事
故
相
談
所

知
ら
ん
ち
ゃ
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

農
薬
の
取
扱
い
は
厳
正
に
・

•••
••
•••••••••••

•••••••••

••••• 

・・・
・:・・・・・幻

奥
様
コ
ー
ナ
ー

梅
雨
ど
き
の
生
活
メ
モ

合
お

知

ら

せ

ム
児
童
扶
養
、
特
別
児
童
手
当
受
給
資
格
の
方
へ

ム
県
政
公
聴
会

ム
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ム
水
の
犠
牲
者
を
な
く
し
よ
う

ム
警
察
官
採
用

ム
雨
の
日
の
交
通
安
全

ム
選
挙
人
名
簿
の
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ム
日
本
脳
炎
を
防
ご
う

ム
ち
漢
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
な

ム
有
峰
青
少
年
の
家
開
所

富
山
県
の
文
化
財
⑦
縄
が
池
「
み
ず
ば
し
よ
う
」
群
生
地
:
:
:
μ

連
載
越
中
史
夜
話

(
第
三
回
)

一
向
一
授

(
そ
の
二
)
:
:
:
:
・
泌

最
近
の
県
政
か
ら

。
富
山

・
高
岡
バ
イ
パ
ス
庄
川
左
岸
で
起
工
式

。
立
山
道
路
・
第
三
号
ト
ン
ネ
ル
貫
通

。
新
港
背
後
地
へ
ア
ル
ミ
産
業
相
次
い
で
進
出

じくも
Eコ
τ7 7月6、

吉
田
実
------m

富
山
国
体
以
来

十
一
年
ぶ
り

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
は
砺
波
市
頼

成
で
行
な
わ
れ
た
「
第
二
十
回
全
国
植

樹
祭
」
に
ご
出
席
の
た
め
、
五
月
二
十

四
日
午
後
三
時
五
十
四
分
、
国
鉄
泊
駅

に
特
別
列
車
で
お
着
き
に
な
り
ま
し

--。
手
l
H

両
陛
下
が
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
に
な

っ
た
の
は
、
三
十
三
年
の
富
山
国
体
以

- 3-

来
十
一
年
ぶ
り
の
こ
と
。
元
気
な
お
姿

で
に
こ
や
か
に
県
民
の
歓
迎
に
こ
た
え

ら
れ
、
二
十
九
日
ま
で
六
日
間
に
わ
た

っ
て
富
山
県
の
発
展
ぶ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
に
生
物
学
者
と
し
て
の
天
皇
陛
下

は
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
立
山
に
お
い

で
に
な
り
、
熱
心
に
亜
高
山
植
物
を
ご

観
察
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
下
問
さ
れ

ま
し
た
。

(
写
真
は
、
亜
高
山
植
物
を
熱
心
に
ご
観
察

さ
れ
る
両
陛
下
。
立
山
大
観
台
で
)



五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

V近代織機のウォーター ・ジェットルームの説明を熱心におききに
なる両陛下

(細川機業音杉工場で)

.六神丸の製造工程をご覧になる両陛下

(広貫堂で)

Vひと目、両陛下をと、日の丸で埋まった沿道

(井波町で〉



‘F

お

N

な
両
陛
下
(
国
鉄
富
山
駅
で
)

4

司
「
富
山
県
の
産
業
と
文
化
展
」
で
伝
統
工
芸
品
を
興
味
深
く
ご
覧
に
な
る
両
陛

下
(
富
山
県
民
会
館
で
〉

Vご料車のご通過を田ん圃の中から奉迎する人々(福野町で〉

Aご料車で国鉄高岡駅にお着きになりお泊り所へ向かわれる両陛下

Vソ連船の入港している富山新港で吉田知事から概要をおききになる両陛下

f 僻

五
月
二
十
七
日



企農業後継者の実習風景や、牛の放牧をご覧になる両陛下。右は牛のピロプラズ

マ病を媒介するフタトゲチマダニを顕徴鏡でご覧になる両陛下(大山町県立中

央農業高校で)

企セーナー苑生の「結び織り 」をご覧になる両陛下(大沢

野町精神薄弱者更生施設セーナー苑で〉

砂天皇陛下が昭和22年にお手植えになったスギの前で特別

列車を奉迎する人々(細入村笹津で〉

企キタゴヨウ松の大木をご覧になる両陛下。 生物学者と

して天皇らしく、次々と御下門された。後方は日本一の

威容を誇る称名滝(立山・大観台で〉

砂雨の中お手播き会場へお着きになった両陛下。

ご先導は小林副知事〈立山町県林業試験場で〉

砂林業資料展を熱心にご覧になる両陛下

林務部長(県林業試験場で〉

必.. 

，、石 及品九基



3問 うさい と 皇 ろな日おに の生に十か
三 催 ベいてい陛かでさ程過も両諸活 、四ら天
主さきま 、う下えあまをごか陛設や県年本皇

い主主護ぞ ;:Z22受主 22奇襲 2語U / 市 園民 天
百 に。は召 、ますもらさらはし 、地行で后 {週障壁芝通園田1，¥ 由
起 ぉ全じし荒す。にれれず 、く教を事の両 i理略欝寝 ! モ

ミ 下 い固めか廃と 誠ま 、、 きご育ごに六陛 {亀J覇匙品目r'r 
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は 、樹杉 、た昭 喜 たつ始めく文察臨聞に 泊盛鴫留置FJI凶〓 聖子
全第祭の婦国和 びこがごてだ化に席には ‘事， 后

ミ国二の木負土二 にとな機ごさ 、なさわ 、 可‘町 r ~ 
ミ各十発を郡を十 たはく嫌多い社られた五 、 、a，.，JII"" 両

地 回祥お細緑二え 、本う忙ま会 hるえ互 陛
ミか植 地 手入で年 な県県るなし福 L - It 
ミら樹と植村包秋い民でわごた祉且乙昭十 下
ミ参祭もくにも 、 とののし日 。な 民と和四
ミ集がいだおう天こみごく程どのも四日 を
? たとうがし行諸 思はを員精に りごに 光れのらいし E芝
ミさ次もごで 、宰施まい 、賜に神対とま下ご県栄わ種にでた 巴 亘-S ら掃に感き進啓設たでおわ対薄しくし問視内でれを県杉一 記 百

にでF ぃ想 、展当を 、あ車りし弱てにたや察各あ富お林の万 事 y 
x 、あつをまを時ご富りを 、、 者 、流。ごい地り 山 播業苗有 し
父みりそ賜こ遂に覧 山 ま徐ま励吏深杉 慰たご 、県き試を余 Jニiずまうわとげ比い新し行十ま生い老 問だ巡感民い験お名 口 ℃ 
ミ ばす努りにてベた港たさだし施い人 、き幸激にた場植の

し 。力 、喜い「だな。れ と設たホ 感 、ののとだにト
よ す私びる諸きど る善いセわ| 激し際きっきおく々 田
う るはにの施 、産 なドた l りム のばにわててまいだと

ミの 決県たを設昭業 J並わナので おしはみこしてさと
群 意民え見が和 、 、ふり|おは こば 、でのたタいも

ミ 生 をみな聞一三文 頭老の苑こ老 とあ終あうこテまに
ミし 新ないす段十化 の人おでと人 ばり始りえとヤし
v て たさ」ると三 、 下のこはばの をがごまもはマ Tこお
ミ 、 にまとこ充年教 が前と 、を方 賜た熱すな 、ス u そiる しといと実の育 るでば職 、々 わい心。いわギさろ

交じた建豊尽展:そじ心位 たた想励たた ヰ究な だるをれご物た縄
まし設かしのう 、をと私 。だをま つ り両悠態く終きだおら覧 、立が
すたにな 、十巴今 とは おして 、陛第度ご始まけ持本くラ 山 池
。い遁郷明巧勢後肝も阻 きょの暖林下宅に観細し害ち県だイへや

ミ と進土る力のいにに民 ませごか業にあは察かたわにのさチお J
存いのいを発つ銘御各 しい感いのはり 、さい。なな自いヨい県

振 、ま説れ点 いり然まウで民

5 -一一一一一一一一一一一一一一孟孟一 興本す明るま よ「にし 、にが~ .411・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・h を県 。者両で う自対たカなか

ミ Z--竺-円一一一一一一一一一一一ー一一一一一πr はを も陛お 」然しがモりね;・・・・・・・・・・・T 非下見 と の 、、 シ 、て
i 去 常の逃 の美こ両カ称か

ま 一一一一----- ザ 一一一一一 り にごし ごやの陛の 名 ら
ミ ・・・・函・・・・・・・・・・圃園田・圃圃幽-・・・ 各に 感熱に 感生ほ 下 親滝熱
ミ ・・・・闘・・・圃・園周聞闘圃・・・・・・・・・〓・・・・ 方な 激心な 想物かに子 ト 望

・・・・--園間聞般環鱒頼鞭照被まヨ・・・ 11-・ 面る しなる もをどはな高し
x ・・E量園揚森幹襲警 沼田園・匝E・・ tこに でどこ いで関 、ど 山 てi ・・・Eヨ園風通幽藤議制膨盛岡E.-圃 わあ い研と たき 心 こを植し、

力みて 上わ
にな 、終げた上私

昭 対さ真りるらげは
和 しま心に姿せま 、
四 、なを 、 らすこ
十 深らもこでれ と こ
四 くびっのあんとに
年 感にてたりこも両
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ミ ・・・・・・・・・・・・・・圃 盗事司圏盟園理罵 月 申係然のすを 、下
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つ

全国植樹祭で12.000人の参列者も 1本1本心をこめて大地にしっかりと植えた。
これを機会に・

を
礎
に
、
築
き
上
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
っ
て
も
、
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ

〉
勺
ノ
。

県土を緑で包も

緑
の
全
く
な
い
砂

漠
や
氷
山
に
は
、
そ

れ
自
休
の
歴
史
は
あ

っ
て
も
、
人
類
の
歴

史
は
あ
り
ま
せ
ん

ね。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

文
化
が
繁
栄
し
た
の

は
、
あ
の
広
大
な
砂

漠
が
あ
っ
た
た
め
で

は
な
く
、
ナ
イ
ル
の

流
れ
に
沿
っ
た
緑
地

帯
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

し
、
ド
イ

ツ
に
は
昔

か
ら
「
文
明
は
暗
黒

な
る
森
林
よ
り
生
ま
れ
る
‘
」
と
い
う
諺
が
あ
る

よ
う
に
、
森
林
が
生
み
出
す
可
能
性
は
無
限
と

い
え
ま
す
。

先
進
国
、
文
化
国
家
と
い
わ
れ
る
国
々
の
す

べ
て
が
、
素
晴
ら
し
く
調
和
の
と
れ
た
緑
に
被

わ
れ
て
い
る
事
実
を
み
る
と
き
、
我
々
の
周
辺

が
い
か
に
も
淋
し
く
感
じ
ら
れ
、
本
当
に
残
念

に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

文
明
は
森
林
か
ら

みんなの県政

私
達
の
生
活
か
ら
、
緑
を
除
外
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

人
類
の
歴
史
は
、
緑
の
中
に
生
ま
れ
、
緑
の

中
に
作
ら
れ
、
緑
と
と
も
に
そ
の
ベ

l
ジ
を
ま

し
て
き
た
か
ら
で
す
。

保
健
、
衛
生
、
風
致
を
は
じ
め
、
国
土
の
保

全
に
、
水
資
源
の
か
ん
養
に
、
豊
か
な
緑
は
人

間
社
会
に
潤
い
と
楽
し
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
文
化
も
経
済
も
す
べ
て
緑
の
大
地

戦
後
の
荒
廃
の
中
に
、
い
ち
早
く
芽
生
え
た

国
土
緑
化
の
意
味
あ
る
も
の

国
土
緑
化
運
動
も
、
今
年
は
二
十
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

言
語
に
絶
す
る
困
窮
と、

空
白
の
中
に
あ
り

な
が
ら
、
我
々
が
真
先
に
求
め
た
も
の
は
緑
で

あ
り
、
美
し
い
自
然
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

一
度
破
壊
さ
れ
た
自
然
は
、
そ
う
た
や
す
く

復
旧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

道
な
、
長
い
苦
労
の
道
程
の
末
に
、
や
っ
と
緑

化
思
想
の
曙
光
が
み
え
始
め
た
と
い
え
ま
し
ょ

〉

h
ノ
。

台
風
が
あ

っ
て
も
、
水
害
と
い
う
言
葉
を
川聞

か
な
く
な
っ
た
の
は
、
国
土
緑
化
の
旗
の
下
に

堂
々
と
し
て
歩
み
続
け
て
き
た
緑
の
造
成
事
業

が
、
漸
く
そ
の
効
果
を
発
揮
し
出
し
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

緑
の
あ
る
生
活
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す。
山
の
緑
が
、
街
の
い
慨
が
我
々
の
生
活
を
支

え
、
国
を
守
り
、
社
会
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
こ

と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
方
々
へ

ご
承
知
の
よ
う
に
林
業
は
、
約
半
世
紀
を
要

す
る
長
期
生
産
業
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
い
ま
植
え
た
ス
ギ
の
木
は
決

し
て
今
世
紀
内
に
は
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
、
決
定
づ
け
て
い
ま
す
。

人
類
は
、
今
や
月
世
界
に
降
り
立
と
う
と
し

て
い
る
時
代
で
す
。

宇
宙
開
発
を
中
心
に
、
科
学
技
術
の
進
歩
が

目
覚
し
い
現
在
、
半
世
紀
を
費
や
す
生
産
業
に

果
し
て
確
固
た
る
見
通
し
が
あ
る
の
だ
ろ
う

カ
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森
林
所
有
者
の
方
々
が
造
林
を
行
な
う
上
に

お
い
て
、
言
い
知
れ
な
い
不
安
を
覚
え
る
の

は
、
こ
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
森
林
の
現
況
は
誠
に
貧
弱
で
、
こ

の
ま
ま
造
林
を
す
す
め
て
い
っ
て
も
、
昭
和
九

十
年
に
お
け
る
本
県
の
木
材
自
給
率
は
、
二
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

外
材
に
つ
い
て
も
、
伐
採
地
の
奥
地
移
行
に

伴
う
単
価
の
高
騰
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
木
材

需
要
の
一
層
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
と
き
だ
け

に
、
造
林
に
対
す
る
不
安
は
全
く
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

労
力
や
資
金
の
な
い
方
は
、
森
林
開
発
公
団

や
造
林
公
社
を
利
用
し
た
分
収
造
林
を
、
そ
の

他
の
方
は
、
森
林
組
合
へ
の
委
託
造
林
や
、
伺

人
造
林
を
、
安
心
し
て
お
す
す
め
下
さ
い
。

- 11ー

あ
な
た
の
お
庭
に
緑
と
鳥
を

森
林
を
持
た
な
く
と
も
、
庭
が
あ

っ
た
ら
庭

の
緑
化
を
お
す
す
め
下
さ
い
。

朝
な
夕
な
に
小
鳥
と
憩
え
る
緑
が
あ

っ
た

ら
、
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
の
実
の
あ
る
庭
は
、
小
鳥
の
天
国
で
す
。

ア
オ
キ
、

マ
サ
キ
、

ナ
ン
テ
ン
、

ガ
マ
ズ

ミ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

等
、
好
み
の
木
を
選
択
し
て
、
我
が
家
の
庭
を

楽
園
に
仕
立
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ウ
ィ
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト、

ミ
ュ
ン
ヘ

ン
等
の
都
市
は
、
町
の
中
に
森
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
森
の
中
に
町
が
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
を
、
我
々
は

我
々
の
手
で
造
っ
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
(
林
政
課
)
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今
年
も
ま
た
う
っ
と
う
し
い
ツ
ユ
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

」
の
季
節
に
な
る
と
梅
雨
前
線
の
動
き
が
急

に
活
発
と
な
っ
て
各
地
に
長
雨
や
集
中
豪
雨
を

降
ら
せ
、
こ
の
た
め
河
川
の
氾
濫
、
が
け
崩
れ

等
に
よ
る
悲
惨
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

私
た: 県
~ 

X-の i
'" 
郷 水---
土 陪
は:極
主 i制
-
カL

山

固
ま
れ

こ
れ
ら
の
山
々
に
源
を
発
す
る
大
小
二
百
十
本

余
、
総
延
長
千
四
百
十
八
践
に
及
ぶ
河
川
が
急

流
と
な
っ
て
日
本
海
に
注
い
で
お
り
、
こ
の
河

川
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
は
、
大
き
な
恩
恵
を
受

る
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
も
寄
り

の
県
土
木
事
務
所
か
市
町
村
へ
通
報
し
て
下
さ

ま
た
、
出
水
時
に
堤
防
な
ど
に
破
損
ま
た
は

危
険
な
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
最

，舗置 場福爾酪.¥p" ，"o 

昭和 38年 6月の豪雨で流失した木橋

け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
い
っ
た
ん
集
中
豪
雨

な
ど
に
見
ま
わ
れ
る
と
恐
ろ
し
い
水
害
の
源
と

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

」
れ
ら
の
河
川
は
、
ダ
ム
の
建
設
と
、
逐
年

改
修
工
事
、
災
害
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と

は
い
い
な
が
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
完
ぺ
き
と
は
申

さ
れ
ま
せ
ん
。

出
水
期
を
控
え
、
県
で
は
河
川
の
水
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
ま
た
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止

め
る
た
め
、
洪
水
の
発
生
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

と
き
直
ち
に
警
戒
体
制
に
入
り
、
水
防
警
報
の

伝
達
や
情
報
の
集
し
ゅ
う
、
水
防
活
動
に
必
要

な
人
員
の
動
員
、
資
材
や
器
材
の
調
達
が
迅
速

か
っ
、
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
水
防
計
画
を

よ
り
の
市
町
村
へ
急
報
し
て
下
さ
い
。
河
川
に

通
ず
る
用
排
水
路
等
へ
逆
流
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
直
ち
に
用
水
の
管
理
者
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
水
門
を
閉
鎖
し
て
下
さ
い
。

辛
い
、
富
山
県
で
は
こ
こ
数
年
大
き
な
水
害

策
定
し
、
県
水
防
本
部
を
中
心
に
、
沿
岸
市
町

村
と
と
も
に
気
象
台
、
建
設
省
、
そ
の
他
の
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
河
川
の
危
険
箇
所
と

そ
の
予
想
さ
れ
る
災
害
な
ど
を
事
前
に
調
査

し
、
こ
の
対
策
や
県
下
七
十
三
箇
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
水
防
倉
庫
に
つ
い
て
整
備
状
況
を
点

検
し
、
必
要
資
材
の
補
充
に
努
め
、
水
防
体
制

の
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
係

機
関
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
、
水
防
団
に
よ
る

水
防
演
習
を
行
な
い
、
非
常
時
態
に
対
処
で
き

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

i水 ;
・-防

は---
み
ん
な

ーーーの

手
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
共
の
安
全
が
保
持
で

き
る
よ
う
水
防
の
万
全
を
図
っ
て
お
り
ま
す

は
起
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
風
水
害
は
、

全
国
各
地
を
襲
い
人
命
、
財
産
に
甚
大
な
損
害

を
与
え
て
い
ま
す
。

い
つ
私
た
ち
の
郷
土
を
襲
っ
て
こ
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
平
穏
に
慣
れ
、
備
え
を
忘
れ
る

が
、
水
害
は
、
水
防
計
画
に
よ
る
水
防
技
術
や

消
防
団
な
ど
に
よ
る
団
体
作
業
に
よ
っ
て
の
み

防
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
美

し
い
郷
土
を
水
害
か
ら
直
接
守
っ
て
く
れ
る
河

川
の
堤
防
や
護
岸
そ
の
他
の
施
設
を
も
、

つ
ね

に
愛
護
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
全
国
各
地
を
襲
っ
た
豪
雨
に
当
り
、

特
に
市
街
地
河
川
に
お
い
て
河
川
の
管
理
が
不

十
分
で
あ

っ
た
た
め
に
災
害
を
誘
発
し
た
事
例

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く
河
川
や
堤
防

付
近
に
ご
み
、
瓦
礁
、
そ
の
他
廃
物
を
捨
て
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
堤
防
な
ど
を

不
法
に
占
拠
し
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作
物
を
設
置
し
た
り
物
を

積
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
無
断
で
耕
作
を
し
て
杭

昭和39年 7月氷見市胡桃の地すべりで倒壊1した民家

な
ど
を
打
込
ん
だ
り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

4μ 

」
の
よ
う
な
こ
と
が
、
洪
水
の
際
に
流
水
を

妨
げ
、
河
川
の
氾
濫
を
助
長
し
、
橋
り
ょ
う
を

流
失
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
ま
た
、
水
防
活
動

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

互
い
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
慎
し
み
、
私
、
た
ち

の
街
を
水
害
か
ら
守
る
と
同
時
に
寸
河
川
の
美

観
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。
そ
の
ほ
か
、
建
設
省
や
県
で
は
、

つ
ね
に
河

川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、

沿
岸
の
方
々
も
堤
防
な
ど
に
破
損
を
生
じ
て
い

こ
と
な
く
、
も
う
一
度
水
害
の
恐
ろ
し
き
、
悲

惨
さ
を
お
も
い
起
し
、
出
水
期
に
備
え
て
水
防

に
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

(
河
川
課
)

宇宙時代を 開 く日本万国 博 i 

1970年 3月15日一ーすぐそこまで迫った日本万国博は、 100年以上の歴史を誇る万 i 
国博史上はじめてアジアで聞かれる産業と文化の祭典です。
万国博は、1851年のロンドン博を最初として、今日まで・人類の輝かしい進歩に貢献

してきた意義ある国際的な行事です。
1 アポロ 8号の月周囲飛行の壮挙によって、本格的な宇宙時代を迎えた今日、東西の ? 
? 接点としての日本で、この万国博が聞かれることは意義深いことであり、わたくした

ちにとって大きなよろこびです。 言

日本万国博は「人類の進歩と調和」をテーマに開かれますが、会場は人間性豊かな 主

未来都市のモデルとして設計され、そのすばらしさは、内外の展示館の感動的な展示 ; 
とともに、みなさんを明日の世界へ誘うことでしょう。

未来都市のモデルとして ; 
日本万国博の会場は、 大阪の中心から北東へ15~fvのところ、 東側を名神高速道路が

走る。 大変交通に便利な千里丘陵にあります。この千里丘陵は、 標高30~70~ji;の丘陵 ミ
地で、これまでの多くの博覧会の会場が平たん地にあったのにくらべ、大きな特色と
なっています。会場の面積は、約330万平方お(約100万坪〉で、甲子園球場が80数個
もはし、る広さです。 言

会場の設計は、この広大なスペースと地形(スリバチ状〉を生かし、テーマ「人類
の進歩と調和」の精神を具体化するとし、う基本的な考えのもとに行なわれています。
すなわち、産業経済の発展にともない、ともすれば見失われがちな人間性に着目し、
これからの社会はどうあるべきか、未来都市のモデル像を、人間性を中心に具体化し ; 
ょうとするのが日本万国博の基本構想です。 -

テーマにもとづく会場設計 3 
会場の設計は、テーマを全体に具現展開するという考えで行なわれていますが、そ

の構成を大樹にたとえて紹介しましょう。まず、会場のカナメであり、いわば「幹」
となるのは、シンボルゾーンと呼ばれる地域で、ここにはお祭り広場やテーマ舘な
ど、中心的な施設がすべ〈集まっています。ここから東西南北の各出入口に向って、
動く歩道、が走り、これが「枝」に当ります。 三

この動く歩道に沿って広場がつくられ、展示館は広場をかこむように建てられるこ i 
れが「花」とし、う訳です。 -

このように会場は、すべての施設が有機的に結びつき全体としてまとまった都市と
して考えられています。
また、会場の管理は、コンピューター ・システムによって行なわれることになって

います。そこでこの万国博でホステス役をつとめる「ミス万国博」の富山県代表 3人
が決まり 6月11日、万国博富山県推進協議会から発表されました。
選ばれたのは、[>雪山まゆみさん (22)宇奈月町、[>堀江洋子さん (20)富山市、

[>高松寿美子さん (23)滑川市。雪山さんと堀江さんは、 「万国博ホステス」として
会場全般の案内や説明に、高松さんは「万国博地方自治体館ホステス」として地方自 主

治体館で富山県の観光や物産の PRに活躍してもらうことになっています。
さて、万国博の、前売入場券は、すでに発売されています。主要旅行代理屈でお求め

下さし、。

圃阻1.'誠司瀦E嘱圃・・・・・・・・・・・ 前売券 7 
臨 調 圃麟 糊離型圃圃圃圃・・・・・圃 (〉内は当日券 3

・・咽・..._一明司εーで盟国・圃圃・・・駐-習量廻 1"'-期 |第 2~切|第 3 期|
-島情 等調・・E 叩 萄薗'‘〈 置~唱園田面河開 I .u '"一 I~I " A.J .官官溜.'，.ヨ置。睡~~J画面目rt 11~E 1券'"J1/j岡.3.15岡プJ:51 1 1_溜.. ~・・品置唾証:・臨調・F 苅園睡温薗 |組"'" 1 ( ( 
-圃・.~哩盟・・・・・・医讃露国r t週...1但 '¥!44. 8.31145. 2.281 
p 圃・・睡璽置司-・阻臨門. 1彊 円| 円|
隣ヨE盟国量四...%，.11・ |普|大人 (:~Q\I (:~Q\I F圃箇'‘f 掴E穴_l~盟固. 1 通 1/'-/"1 . (800)1 (800)1 
雪量 J・・・・ … ・・・・~It .. 可 |入卜一|一一一一卜一一一1 ~ 

同・E畿圏 E酷 路 、 I場 I/J'AI r~州 3刺ミト 可・・・・~謹麗型咽・・・・・瞳麗圏'"'"喧伊 J 1 ;;，_ I/J、人 (~XX\I (~XX\I 主 、.... 幽箇幽圃園間薗昆 個室 ?、 ブ |券 I'J'/¥'1 (400)1 (400)1 

良 一3・・・・・・圃・時む…ムどさぷ議議
2 向って右から、高松さん、堀江さん、雪山さん

. . . 
ー. . . . . 
ー. . 
ー. . 
ー. . 
ー. . . 
ーー. . 
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頼成・吉峰に

国土緑化の願いをこめて
第20回全国植樹祭は， 5月26日雨上りの砺波市頼成で，天皇 ・皇后両陛下をお迎えし

て盛大に行なわれました。

会場に， 1万 2千人の参列者がお迎えする中，天皇・皇后両陛下は緑の国土にとの

願いをこめて，立山杉 ・ボカ杉 ・増山杉の首をそれぞれ 1本ずつ大地にしっかりとお手

他えになり，植樹の範をお示しになりました。

また， 5月28日には，立山町吉峰の県林業試験場て¥立山杉の種子をていねいにお手

f番きになりました。



みんなの県政

へん
物
奈
川

い
ed
必

;!
 

叩

系
n
j

も
病

ト
な

一一み
γ
め
…ie

台

氷

農

業

の

近
代
化
の
た
め
に

E
F
C

近
年
、
わ
が
国
の
農
業
は
、
高
度
成
長
を
続
け
る
国
民
経
済

昌
=
F

の
強
い
影
響
を
受
け
、
急
速
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

E
Z

本
県
に
お
い
て
も
二
年
連
続
の
大
豊
作
を
記
録
し
な
が
ら

も
、
農
業
の
生
産
性
、
農
業
構
造
、
品
質
管
理
な
ど
に
幾
多
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
農
工
共
栄
の
基
本
的
立
場
に
立
ち
つ
つ
、

今
後
大
き
く
発
展
が
期
待
さ
れ
る
中
部
聞
及
び
近
畿
圏
へ
の
食

糧
供
給
基
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
米
作
に
つ
い
て
は

「
二
割
増
収
、
五
割
省
力
、
品
質
向
上
」
を
目
標
と

し
た
う
ま
い
米
ご
つ
く
り
と
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
の

振
興
並
び
に
農
業
後
継
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、
次

の
と
お
り
貸
付
資
金
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

申
し
込
み
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
農

政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、

次

号

に

は
、
引
き
つ
づ
き
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
、
信
連

要
綱
資
金
、
天
災
資
金
を
掲
載
し
ま
す
。

融資総まく り②

農業水産

農地林 務
(その 1) 

今

資 金 使 途 貸付の相手方 |利率|鯨|醸|貸付伽度

童施設舎室等誼、、、 雪ヰ排舎水の施、こ栽設サ、イ培施農ロ設作、物果、樹貯か蔵棚ん施ホ、
(1) 農業を営む者 年 年

原則として事業
埼設資金 イ 農業法人 (1lB 2 (3) 費の 3割(農舎

については 6割〉ロ 法人以外の団体

農機具類資金用駐機具官等製際議賢一重量
5分2厘

(1o (2) 

ただし、貸付
ハ農業者

の相手方により

(2) 農業協同組合、同連 (6 分厘 融資残高を通算

果 樹 資 金 I育果樹成、茶桑、アスパラガスの
2 }liD 

合会、農事組合法人、
15 (33 ~7 して、次のいず
(15) ~7) 

れか低し、額とす

家 畜 資 金 I導乳牛入、ま繁た殖は用育成肉牛、繁殖用豚の
農業共済組合、同連合

(5) (22 ) 
る。

会、たばこ耕作組合及 (1)のイは 1，000

耕地防風林資金|耕地防風林の造成 4分7厘び政令で定める会社( 10 2 万円

小土地改良資金 I(撃事畔業改費5良0万、開円以田下、開の畑も等のに、限る) 4分2厘
(1)のロの構成員

農村環境整備資金にお 10 2 5人以上は

整農 村備 環資 金境 I施診療設施、集設会、施農業設放等送施設、研修

いては法人でない団体 1，000万円
(6 分厘 診は(療2105 年施以)設内 (3) 構成員 5人未

を含む〉 2JliD 

l量業-主者義重産振量一量産高の農網

満は 200万円

畜産施設
に構成員数を

12 3 乗じて得-た額施 設 資 金
(15) (3) 

米穀乾燥共同利用〉施設 I構業造者改組善指織定す地団区体内の農
(1)のハは200万円

ライスセンター の る

4分2鹿

知事特認の場

lii器51襲撃 合は500万円

(5 分厘 7 2 
(2)は5，000万円

農機具資金
コソパ脱利イ用穀ン共機(同15利F用5 トラクタ

2 }]D 。。 (2) 
機一共、生同 以機上〉刈取

、乾燥のセット

¥家 畜 資 金 (家 畜 導 入 |出に基づ畜く産重振点問農業者要綱 (5 5) (2) 

〉内は共同利用の場合農業 近 代化資金

資 金 の 種 類 資 金 イ吏 途 貸付の相手方 |鯨|開館

大型ビニール栽培 | 合竹成、丸樹竹脂、フ縄ィ、ル針ム金、、 鉄木骨材、、 割抗 農業者および農業者の組織 10α0当0り
500，000円

葉たばこ予備黄変技術導入 |葉あみ器
する団体で知事が毎年度ご

2年 10α8当6，り400円
技 IDDまたはネマヒユーム

とに別に定める。ただし、
10α 当3り土壊線虫防途促進 第 2種兼業農家は対象とな ，000円

術
l動力刈取機

りません。
l台52当0，り000円米麦収穫等技術改善

導 園芸作物温風栽培 |温風機、附属品 1台17当5，り000円

| 植樵付機機、乾、覆燥土機機、選、掘別取機機、 洗
3年

1 セ28ッ4，ト00当0円り入 花木球根生産等技術改善

資
田植技術改善 |田植機、育苗器 1 セ26ッ2.ト00当0円り

集団的技術共同導入 |除中型機 トラクター、刈棚 、防 10α2当6り
金 .250円l

特認、畜舎消毒技術改善 5年 l台15当0，り000円

特認、鶏糞乾燥処理技術改善| 1 セ30ッO.ト00当0円り

理生化活lロh 設備

透明雪囲い 資金使途は、設備または装置 農業に従事している者で、 30，000円

太陽熱利用 温水装置
するのに必要な資材の購入 その世帯の農業所得が農家

2年 45，000円
農 費、工事賃(大工、左官賃〕 総所得に対し相当高い割合

家 自家用給排水施設 は含まない。 を占めている自立経営志向 40，000円

生

工居類資本ば金道施利、の用購左等使行官途特で入の定改賃をはき善含)建のな工上むは築い含資事工不〉工人事可材ま事費費欠でな賃しな及な〔、。け家電び(大れ住具気

農家であって、当資金の貸

活 付を受けることによって、

改
住居改善利用方式改善

その生活を改善する見込の
100，000円

善 ある者

資 共同炊事施設 資金使途は、建築費、工事費 農業者の組織する団体
5年

700，000円
金 書 及び内部施設費

共同洗濯施設 350，000円

集総団住合宅に付建事す設る 700，000円

継者農業後育成資金 借預に関入金者す口はる座部帳門簿の経開の営記設載のを経条と営件自収己と支すの 経の営経農ね主営業18とは異者才ら行な上なある農お業う部と門す 5年
部 「う 経 営 開 始 る を後継3自0 でっておお (千里)

500，000円

る。 む ~ 以のもの

みんなの県政

農 業改 良資金 (無利子〉

(技術導入資金の貸付は、標準額の7割とする〉

資金の種類 | 貸付の相手方 | 牒後継者の認定 | 利子補給補助

312 農農畜住開農信自業業産作林連宅拓近改振農者要金漁興代融維資業綱良資持化資公金資金資金金資融金庫資金金公 主(、令才す自イ漉))経以立農ると上しし3てて0農農創模善才も業業未経に満蛍従の事方しすでよ将るう来1と8 
1 が補越補補農入た3分助助業助えこもし育以額期対たののな場下差成がは間い象額年金後合、とも額左継になを率の5年借後補者記ると5分継助す入よと1 ~者すしうにての自認負県の資担定たと金市を率だ受が町をしけ借年村

467日5 金庫資金 営営家次改規のを 設ををの拡す行大るうすももののるもの に相る。当する額を

32 総る額。 50~150万円

農業後継者育成対策資金 (県単独事業〉

- 16-

(' 

r 

畜産振 興資 金 (県単独事業〉

融資対象事業 | 貸 付 0) 中目 手 方 |利率 |償還期限| 貸付金額の限度

肥 育 用 牛 r↓I | lX)野出魚1)町以荷津外市すで肉、のる厚富区肉用牛域山経牛市でρ経年、営八を間尾行を肉行町牛なをな、う婦もう5頭中のも町。以の上、福を

5分 l年以内

(((23111)((イロ))次11事F基農のF準業業い当額者ず費りれ最当ののが低8Bり割額最低苦I高い10額万額1円00万円

肥 育 用 豚 I年を行間な肉豚うも15の0頭以上を出荷する養豚経営

成 卵用 鶏 I成な鶏うも2の，000羽以上飼養する採卵経営を行
(鋸な置し) 

- 17-



みんなの県政

全
国
植
樹
祭

u
林
野
庁
長
官
か
ら
受
賞

韓鞠鵠

どろ
-軍g 歪理軍司・

五
月
二
十
六
日
、
全
国
植
樹
祭
会
場
で
昭
和

四
十
四
年
全
国
緑
化
功
労
者
と
し
て
、
林
野
庁

じ
よ
う
も
ん

長
官
賞
を
受
け
ら
れ
た
池
田
静
門
さ
ん
(
七
十

五
才
)
を
福
光
町
の
自
宅
に
お
た
ず
ね
し
た
o

l

-

-

池
田
さ
ん
、
長
官
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
木
を
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

キ
ッ
カ
ケ
と
い
い
ま
す
と
|
|

父
、
喜
一
郎
の
影
響
で
す
ね
。
日
露
戦
争
が

よ
う
や
く
終
っ
た
明
治
の
末
期
で
は
、
山
に
木

私

の

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
い
い
ま
す

座

右

銘

か
、
誠
を
尽
す
こ
と
で
す
。
木

を
育
て
る
こ
と
は
何
十
年

ー

ミ
ミ

古
み

〕p
」

も
、
何
代
も
カ
カ
り
ま

す。
一
見
、
無
意
味
に
感
じ
る
人
も
あ
る
か
も

みんなの県政

を
植
え
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

当
時
、
郡
会
議
員
を
し
て
い
た
父
は
、
県
の

技
師
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
奈
良
ス
ギ
を
取
り

寄
せ
、
植
林
し
た
の
で
す
が
結
果
は
失
敗
で
し

た
。
雪
で
や
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
石
川
県

の
粟
津
か
ら
雪
に
強
い
品
種
を
取
り
寄
せ
植
え

た
の
が
、
あ
の
杉
で
す
。

(
池
田
さ
ん
宅
を
見
下
す
桑
山
に
は
、
お
父

さ
ん
の
植
え
ら
れ
た
り
っ
ぱ
な
杉
が
そ
び
え
て

い
る
〉こ

ん
な
父
の
姿
を
見
て
、
私
も
自
然
と
木
を

植
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
は
じ
め
て

植
林
を
し
た
当
時
を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
こ
の
人
と
結
婚
し
た
年
で
す
か
ら
ね
。

(
か
た
わ
ら
で
話
し
を
聞
い
て
い
る
奥
さ
ん

も
大
き
く
う
な
づ
か
れ
る
。
そ
し
て
池
田
さ

ん
は
福
野
農
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ

ら
、
桑
山
へ
登
る
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
と
の

こ
と
)

昭
和
十
五
年
、
福
野
農
学
校
の
学
校
林
が
井

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
誠
を
尽
し
た
仕
事
は

き
っ
と
む
く
わ
れ
る
と
信
じ
た
い
。

予
・

人
J

教
師
と
し
て
生
徒
を
導

i

'

び
く
の
も
同
じ
で
し
た
。

「
ま
ご
こ
ろ
」
を
持
っ
て
ぶ
つ
か
っ
て
、
十

分
む
く
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
恐
ろ
し
さ

っ
て
し
ま
っ
た
。

〔事
故
例
ニ
〕

三
月
三
十

一
日
午
前
十
一
時
半
ご
ろ
。
婦
中

町
内
の
住
宅
で
、
B
子
さ
ん
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

つ
け
た
ま
ま
外
出
し
家
を
留
守
に
し
ま
し
た
。

そ
の
聞
に
も
れ
て
い
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
コ

ン
ロ
の
火
で
引
火
し
火
災
と
な
り
、
一
家
は
全

焼。
こ
の
二
つ
の
事
故
は
、
明
ら
か
に
使
用
者
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
は
、

①
ボ
ン
ベ
の
取
り
付
け
、
取
り
は
ず
し
は
必
ず

ガ
ス
販
売
庖
に
し
て
も
ら
う
こ
と
。

②
ボ
ン
ベ
は
直
射
日
光
に
当
て
ず
、
通
風
の
良

波
町
栃
原
に
で
き
て
か
ら
は
、
生
徒
を
引
率
し

川

て
ク
ワ
と
苗
と
一
週
間
分
の
食
料
を
か
つ
い
で

川

栃
原
の
け
わ
し
い
山
道
を
か
よ
い
ま
し
た
。
夜

川

に
な
る
と
栃
原
の
民
家
に
分
宿
し
て
:
・。
生
徒

川

は
一
週
間
で
実
習
を
終
え
る
の
で
す
が
、
私
は

川

ま
た
別
の
生
徒
を
連
れ
て
山
に
登
る
わ
け
で
す

川

な
に
し
ろ
全
校
生
徒
数
は
六
百
名
で
す
か

川

ら
。
教
え
た
生
徒
た
ち
は
、
い
ま
第
一
線
で
活
躍

川

し
て
い
る
こ
と
が
、何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

川

ー
ー
後
進
に
道
を
ゆ
ず
っ
て
、
学
校
を
や
め
ら

川

れ
た
後
で
も
植
林
を
続
け
ら
れ
た
の
で
す
ね
|

川

私
が
福
野
農
学
校
を
退
職
し
た
の
は
終
戦
直

川

後
で
、
山
は
荒
れ
放
だ
い
で
し
た
。
松
村
さ
ん

川

(
当
時
農
相
、
当
町
出
身
)
か
ら
、
ぜ
ひ
続
け

川

て
く
れ
と
励
ま
さ
れ
、あ
の
山
(桑
山
の
隣
り
に

づ

あ
る
)
に
植
林
し
た
の
で
す
が
、「
そ
の
年
に
な

紹

っ
て
、
い
ま
さ
ら
」
と
笑
う
人
も
あ
り
ま
し
た
、

構

が
こ
れ
を
契
機
に
付
近
で
も
植
林
を
や
ろ
う
と

k
E

い
う
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
こ
の
と
お
り
山
は

4

み
ち
が
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
息
子

の

も
よ
く
木
の
世
話
を
し
て
く
れ
ま
し
て
ね
エ
。

庁

木
を
育
て
る
仕
事
は
一
代
で
は
完
成
し
ま
せ

Z
、

ん
。
親
、
子
、
孫
と
力
を
あ
わ
せ
て
こ
そ
木
は

寸

志
向
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

ー
ー
と
て
も
七
十
五
才
の
お
年
と
は
見
え
な
い

川

お
元
気
さ
、
こ
れ
も
長
年
山
を
歩
か
れ
た
賜
物

川

と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
お
元
気
で
私
た
ち
を

川

ご
指

ご
さ
い
ー
ー
ー

自宅前で池田さん

い
屋
外
に
設
置
し
、配
管
を
完
全
に
す
る
こ
と
。

川

③
に
お
い
が
す
る
と
き
は
決
し
て
点
火
し
な
い

川

こ
ル
」。

川

④
ガ
ス
は
空
気
の
約
一

・
五
倍
の
重
さ
が
あ
る

酬

の
で
、
低
い
所
に
滞
留
し
ま
す
。
万
一

、
ガ
ス

酬

も
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
す
ぐ
容
器
の
パ
ル
プ

酬

を
閉
め
付
近
の
火
気
(
電
気
冷
蔵
庫
な
ど
も
着

州

火
源
に
な
る
)
を
消
し
、
戸
や
窓
を
聞
き
、
ほ

川

う
き
で
掃
く
か
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
よ
う
に
し

川

て
ガ
ス
を
外
に
追
い
出
し
、
直
ち
に
販
売
庖
に

州

連
絡
す
る
こ
と
。

酬

⑤
外
出
す
る
と
き
、寝
る
と
き
、使
用
を
終
え
た

酬

つ
ど
、
コ
ン
ロ
の
コ

ッ
ク
お
よ
び
壁
ぎ
わ
の
一
克

川

栓
を
完
全
に
閉
め
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

介

⑤
燃
焼
の
際
、
空
気
不
足
に
な
る
と
不
完
全
燃

紹

焼
を
お
こ
し
、

一
般
化
炭
素
中
毒
の
危
険
が
あ

5

り
ま
す
。
特
に
、
風
呂
釜
に
は
排
気
筒
(
煙
突

)
E

を
つ
け
る
な
ど
、換
気
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

機

⑦
装
置
、
設
備
は
定
期
的
(
ボ
ン
ベ
交
換
時
等

先

〉
に
販
売
屈
の
調
査
を
受
け
る
こ
と
。

』」

こ
れ
だ
け
は
最
小
限
守
り
ま
し
ょ
う
。

L
L

昨
年
消
費
者
の
保
安
を
守
り
、
ガ
ス
の
適
正

の

な
取
引
を
実
施
す
る
た
め
、
新
し
く

「液
化
石

国

油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に

川

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

酬

律
に
よ
っ
て
ガ
ス
販
売
庖
は
、

一
般
家
庭
に
版

刷

売
し
た
設
備
を
調
査
し
、
安
全
を
確
保
す
る
こ

酬

と
、
設
備
の
使
用
方
法
等
を
説
明
し
た
書
面
を

川

交
付
す
る
こ
と
、
計
量
販
売
を
実
施
す
る
こ
と

酬

な
ど
が
新
た
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
で
す

馴

か
ら
こ
れ
を
ガ
ス
販
売
庖
に
正
当
に
要
求
で
き

馴

る
わ
け
で
す
。
ガ
ス
爆
発
、
ガ
ス
中
毒
、
他
人

州

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産

酬

を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
販
売
庖
と
協
力
し

酬

て
、
安
全
な
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使
い
方
を
い
た

酬

し

ま

し

ょ

う

(

工

業

課

)

馴

総
合
計
画
部

統
計
調
査
課

リ
l
ン
リ
l
ン
、
電
話
の
ベ
ル
が
な
る
。

計
算
し
は
じ
め
た
ソ
ロ
パ
ン
を
や
め
て
受
話

機
を
耳
に
す
る
と
、

「
一
寸
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
県
の
一
番
新
し
い
人
口
は
い
つ

の
時
点
の
も
の
で
す
か
」

、

「
ハ
イ
、
四
十

三
年
十
月
一
日
現
在
で
す
」

、

「
市
町
村
別

は
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
:
:
:
」
お
そ
ら

く
烏
の
鳴
か
な
い
日
が
あ
っ
て
も
、
人
口
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
直
接
、
課
へ
見
え
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
は
こ
の
ほ
か

に
、
国
勢
調
査
、
工
業
や
商
業
統
計
調
査
、

家
計
調
査
、
農
業
セ
ン
サ
ス
、
県
民
所
得
推

計
等
数
え
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
統
計
調
査
課
の
取
り
扱
っ
て

い
る
統
計
調
査
は
、
三
十
八
種
類
あ
り
ま
す
。

そ
の
事
務
の
お
も
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
、

経
済
動
態
係
l
県
民
所
得
推
計
の
ほ
か
県
経

済
の
動
向
調
査
に
関
す
る
事
務
、
農
林
水
産

係
|
県
の
農
林
水
産
業
の
調
査
に
関
す
る
事

務
、
商
工
係
|
工
業
、
商
業
の
調
査
に
関
す

る
事
務
、
人
口
生
計
係
|
国
勢
調
査
、
消
費

者
物
価
調
査
に
関
す
る
事
務
、
教
育
係
l
学

校
(
幼
稚
園
か
ら
高
校
、
各
種
学
校
)
調
査

に
関
す
る
事
務
、
庶
務
係
|
課
内
の
庶
務
事

務
お
よ
び
富
山
県
統
計
協
会
に
関
す
る
事
務

な
ど
で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
、
お
お
い
に
統

計
を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
統
計
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相

談
に
は
進
ん
で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

- 18 -

富
山
地
方
法
務
局

土
地
を
売
買
し
た
り
、
宅
地
を
購
入
し
た

場
合
に
は
、
登
記
は
っ
き
も
の
、
そ
こ
で
こ

の
た
び
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
の
登
記
事
務
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
法
務
局
を
訪
ね
た
。

「
最
近
、
産
業
経
済
の
急
激
な
発
達
に
伴

っ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
宅
地
造
成
や
住
宅
建

設
を
さ
か
ん
に
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

ね
。
こ
れ
に
劣
ら
ず
国
や
県
で
は
、
道
路
建

設
や
工
場
誘
致
を
な
さ
る
。
必
然
的
に
法
務

局
の
仕
事
も
ふ
え
る
と
い
う
も
の
で
す
」
と

係
官
は
そ
の
繁
盛
ぶ
り
を
諮
る
。
仕
事
は

登
記
事
務
。
こ
れ
は
不
動
産
及
び
船
舶
を

登
記
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
第
三
者
に
対
し

て
そ
の
権
利
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
不
測

の
損
害
を
こ
う
む
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
、
財

産
の
保
持
及
び
安
全
を
図
る
も
の
。

供
託
事
務
。
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

債
務
の
弁
済
の
た
め
、
裁
判
上
の
保
証
、
ま

た
は
営
業
上
の
担
保
の
た
め
な
ど
に
金
銭
、

有
価
証
券
、
な
ど
を
保
管
す
る
事
務
例
え
ば

選
挙
立
候
補
者
の
供
託
金
の
供
託
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
大
き
な
事
務
と
し
て
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
に
調
査
及
び
情
報
の
収
集
を
し

て
い
る
。
こ
れ
に
は
人
権
擁
護
委
員
を
委
託

し
て
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
守
る
と
と

も
に
、
そ
の
被
害
者
救
済
の
た
め
、
適
切
な

処
置
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
を
相
手
と

す
る
訴
訟
に
つ
い
て

の
事
務
や
市
町
村
の
一ρ

籍
事
務
に
つ
い
て
の
指
導
監
督
を
も
行
な

っ

て
い
る
。

富
山
市
西
田
地
方
に
木
局
を
お
き
、
古川

岡
、
砺
波
、
魚
津
に
三
つ
の
支
局
を
も
ち
、

県
内
に
二
十
四
の
出
張
所
を
配
し
て
設
記
事

務
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
。
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みんなの県政

あ
な
た
の
コ

ナ

:-:， 
山
村
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あ
な
た
の
コ

ナ

ミ

…
聞
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う
、
知
ろ
う
、
確
か
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よ
う
一
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答

神
通
大
橋
の
新
設
工
事
は
県
都

市
計
画
事
業
と
し
て
延
長
四
百
二
十

五

・
九
服
、
幅
員
十
一

・
二
五

M
の

橋
を
新
設
す
る
も
の
で
、
四
十
三
年

度
に
は
下
部
工
を
完
成
す
る
と
同
時

に
、
交
通
需
要
を
考
え
て
四
十
三
年

度
で
上
部
工
を
施
越
事
業
と
し
て
着

手
、
四
十
四
年
十
二
月
か
ら
の
供
用

開
始
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
左
岸
橋
詰
か
ら
富
山
大
学
前

忽=
Zコ

一
般
に
小
作
関
係
は
、
賃
貸
借

農
薬
の
取
り
扱
い
は
厳
正
に

みん なの県政

こ
れ
か
ら
農
薬
散
布
の
時
期
に
入

り
、
農
薬
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
農
薬
の
取
り
扱
い
が
組

雑
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
貯
蔵

・
廃

棄
な
ど
を
適
正
に
行
な
わ
な
か
っ
た

た
め
に
、
毎
年
多
く
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

農
薬
に
は
、
毒
物
、
劇
物
と
い
っ

て
毒
性
の
強
い
も
の
が
多
く
、
人
畜

に
全
く
無
害
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
少
量
飲
ん
だ
り
、
皮

膚
に
つ
け
た
り
し
て
も
死
に
至
る
も

の
も
あ
る
の
で
、
「
毒
物
及
び
劇
物

取
締
法
」
で
取
り
吸
い
な
ど
を
規
制

し
て
い
ま
す
か
ら
、
一
般
農
家
の
方

々
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

一
盗
難
・
漏
え
い
予
防

1
農
薬
(
毒
物
、
劇
物
)
の
盗
難
、

紛
失
の
防
止
(
カ
ギ
を
か
け
る
等

)
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

で
な
り
た
っ
て
お
り
、
農
地
法
は
こ

の
関
係
に
あ
る
小
作
人
に
特
別
の
保

護
を
加
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
農
地

法
で
定
め
た
義
務
を
小
作
人
が
怠
っ

た
り
す
る
場
合
、
農
地
法
第
二
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
地
主
は
知

事
の
許
可
を
得
て
一
方
的
に
契
約
を

解
除
し
、
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
が
小
作
契
約
の
一

般
的
な
解
除
方
法
で
す
。

し
か
し
あ
な
た
の
場
合
で
は
、
田

の
小
作
料
を
も
ら
っ
て
い
な
い
の
で

す
か
ら
、
農
地
法
で
い
う
賃
貸
借
で

は
な
く
、
民
法
上
の
使
用
貸
借
と
し

て
考
え
る
べ
き
で
す
。
結
論
を
い
い

ま
す
と
、
そ
れ
は
、
民
法
五
百
九
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
、
契
約
を
解
除

し
、
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
小
作
人
に
対
し
、
離
作

料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
手
続
を
経
た
後
、
買
受
人

と
連
名
で
知
事
の
許
可
を
受
け
ま
す

と
、
あ
な
た
の
田
は
売
却
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

2
貯
蔵
す
る
場
所
の
外
へ
漏
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

3
運
搬
す
る
際
に
は
、
飛
散

・
流
出

等
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ」い。

一
誤
用
予
防

一

l
貯
蔵
場
所
に
「
医
薬
用
外
」

の
文

字
及
び
毒
物
に
つ
い
て
は
「
毒
物

」
、
劇
物
に
つ
い
て
は

「
劇
物
」

の
文
字
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
(
違
反
者
に
は
三
年
以

下
の
懲
役
、
も
し
く
は
五
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
)

2
毒
物
劇
物
の
容
器
に
「
医
薬
用
外
」

の
文
字
及
び
毒
物
に
つ
い
て
は
、

赤
地
に
白
色
を
も
っ
て
「
毒
物
」

の
文
字
、
劇
物
に
つ
い
て
は
、
白

地
に
赤
色
を
も

っ
て
「
劇
物
」
の

文
字
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
(
違
反
者
に
は
三
年
以
下

の
懲
役
、
も
し
く
は
五
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
)

3
毒
物
劇
物
の
容
器
と
し
て
通
常
飲

食
物
に
用
い
る
容
器
、
例
え
ば
一

升
び
ん

・
サ
イ
ダ
ー
び
ん
な
ど
を

家
器
と
し
て
用
い
て
は
な
り
ま
せ

ん。
4
毒
物
劇
物
の
貯
蔵
す
る
場
所
に
毒

物
劇
物
以
外
の
も
の
を
貯
蔵
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

七

月

の

交

通

事

故

相

談

所

交
通
事
故
に
よ
る
損
宍
賠
償
金
の

請
求
や
支
払
い
の
問
題
で
お
困
り
の

方
の
た
め
、
県
で
は
交
通
事
故
相
談

所
(
県
庁
二
階
)
を
毎
日
無
料
で
開

設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
便
宜
を
考

え
、
相
談
員
が
市
町
村
役
場
へ
出
向

い
て
移
動
相
談
を
聞
い
て
い
ま
す
か

ら
ご
利
用
下
さ
い
。
(
次
の
日
程
で

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
)

一

日

(
火
)
新
湊
市

曳

山

の

由

来

⑦

大

門

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
・
宝

ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
富
山
大

学
西
側
か
ら
五
般
に
至
る
延
長
六
百

一
二
十
対
の
都
市
計
画
街
路
金
尾
線
を

幅
員
十
六
げ
に
改
良
す
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
富
山
市
都
市
計
画
事
業
と

し
て
着
手
す
る
よ
う
現
在
準
備
中
で

す。
本
路
線
の
改
良
完
成
の
問
に
は
、

神
通
大
橋
と
相
ま
っ
て
国
道
八
号
線

の
交
通
緩
和
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

大
門
町
の
曳
山
は
、
明
治
維
新

後
に
町
発
展
の
た
め
、
高
岡

の
御
車
山
に
な
ら
っ
て
能
登

方
面
の
大
工
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
は
る
ば
る
海
路
能
登
か

ら
運
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、

一
番
古
い
も
の
は
、

び

わ
枇
杷
首
の
山
車
で
明
治
三
年

と
記
さ
れ
て
い
る
。

最
初
は
、
五
本
あ

っ
た
も

の
が
明
治
三
十
五
年
か
ら
の

圧
川
大
改
修
に
よ
っ
て
出
川

原
町
の
人
々
の
大
半
が
蓮
花

寺
に
移
っ
た
の
で
現
在
は
四

本
と
な
り
、
毎
年
十
月
二
十

誰
で
も
毒
物
、
劇
物
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
最
寄
り
の
農
業
協
同
組

合
や
薬
局
な
ど
の
毒
物
劇
物
取
扱

責
任
者
に
相
談
し
て
、
保
健
衛
生

上
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
(
違
反
者
に
は
三

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
五
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
)

一
事
配
配
附
配
即
町
一

毒
物
劇
物
が
飛
散
し
た
り
、
流
れ

出
た
り
な
ど
し
て
、
多
数
の
人
に

危
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
保
健

所
ま
た
は
警
察
署
に
届
け
出
る
(

電
話
で
も
よ
い
)
と
と
も
に
、
保

健
衛
生
上
の
危
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
必
要
応
急
の
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
(
違
反

者
に
は
五
千
円
以
下
の
罰
金
)

農
薬
の
普
通
薬
で
も
注
意
が
肝
要

一
般
に
低
毒
性
と
い
わ
れ
て
い
る

マ
ラ
ソ
ン
や
そ
の
他
の
普
通
物
の
農

薬
と
い

っ
て
も
、
長
時
間
、
不
完
全

な
服
装
で
散
布
し
た
た
め
中
毒
し
た

り
、
ま
た
、
誤
ま
っ
て
の
ん
で
死
ん

だ
人
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
取
り
扱
い

や
保
管
管
理
を
厳
重
に
し
て
く
だ
さ

h
h
v
 

(
薬
務
課
)

二
日
(
水
)

四
日
(
金
)

八

日

(
火
)

九

日

(
水
)

十
一
円
(
金
)

十
五
日
(
火
〉

十
六
日

(
水
)

十
八
日

(
金
)

二
十
二
日
(
火
〉

二
十
三
日
(
水
)

二
十
五
日

(
金
)
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山

(
大
門
町
)

一
日
の
祭
礼
に
は
町
内
を
キ
曳

さ
れ
て
い
る
。

4
h
f
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F
L
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(

議

凶
匂
d
T

一

…
ぽ
私
晦

…

一

梅
雨
ど
き
の
生
活
メ
モ

~

V

梅
雨
に
入
る
と
気
温
も
湿
度
も
高
(

)
く
な
り
や
す
い
の
で
、
細
菌
や
か
び
一

d

の
繁
殖
に
は
好
適
の
季
節
で
す
。
ま
R

J

た
、
私
達
の
か
ら
だ
の
働
き
も
弱
つ
も

《
て
何
と
な
く
だ
る
さ
を
感
じ
ま
す
。
》

(
う
っ

と
う
し
い
毎
日
を
元
気
に
過
ご

)

(
す
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
V

』

》

円

ノ

』

)
梅
雨
の
中
休
み
の
日
を
選
ん
で
寝
~

d

具
、
衣
類
、
く
つ
な
ど
に
風
を
通
九

ヂ
し
、
湿
気
を
と
り
除
く
よ
う
。
ま
た
も

戸
下
着
は
で
き
る
だ
け
木
綿
を
着
て
毎
》

『
日
と
り
ウ
え
る
よ
う
こ

t

v

食
中
古
に
注
意
。
和
に
、
魚
や
肉
(

』
な
ど
は
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
の
で
戸

》
新
鮮
な
も
の
を
必
要
な
ぶ
ん
だ
け
買
「

d

ぃ
、

生
も
の
を
食
べ
な
い
よ
う
に
九

F

し
、
調
理
し
た
も
の
で
も
早
く
食
べ
旬

戸
る
よ
う
に
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
》

(
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
は
い
け
v

h
y

ま
せ
ん
。

r

v

梅
雨
ど
き
は
、
ビ
タ
ミ
ン

町
の
消
(

ザ
耗
が
は
げ
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
強
「

ザ
化
米
を
加
え
た
り
、
モ

ツ
料
理
や
夏
~

許
み
か
ん
を
食
べ
る
な
ど
栄
養
を
考
え
也

(
た
料
理
を
と
り
い
れ
、
入
浴
と
休
養
〕

{
を
と
り
、
暴
飲
暴
食
を
さ
け
て
規
則

一

~
正
し
い
生
活
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
r

v
ょ
う
。
陽
の
さ
す
日
は
戸
棚
や
押
入

(

》
れ
を
あ
け
て
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
(

ザ
ょ
う
(
農
業
専
門
技
術
員

室

)

~

W
H
Y
-
h
N
F
l

、"Fl
h
u
r
l
h
H
F
L
R
H
f
k
m
H
H
r
h
n
Mグ
t

、nMM一
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児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
手
当

受

給

資

格

児
童
扶
養
手
当
法
及
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
法
に
つ
い
て
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
手
当
は
、
受
け
て
い
る
人
は

も
と
よ
り
、
次
の
よ
う
な
方
々
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
当
を

受
け
て
い
な
い
方
で
資
格
の
あ
る
方

は
、
市
町
村
役
場
で
請
求
手
続
き
を

り知
~""""/" ..，.tar..""""，，，，，~.tar.，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，_ .. 嗣..，，，，，，，，，，，，，，..，I:IIIT..，，，，，，，，，，，，，，，，J +、
_"/////，"'~_"'''/''，//"/，''''''''' ''////，//，，...，... /''//////'''___，11//1//11 ・ ω

‘E11，8&' 
1日(火〉 ・交通安全模範の日

・国民安全の日

・夏季食品一斉取締月間

(~31 日 〉

・第19回社会を明るくす

る運動 (~31 日〉

・ 河川愛護月間(~31 日〉

10日(木〉 ・第21回国土建設週間

(~16 日〉

・ 港の衛生週間(~20 日〉

.交通安全模範の日

・無火災日
・ 海上安全週間(~23 日〉
.家庭の日

・第29回海の記念日
21日(月〉 ・自然に親しむ運動

(~ 8 月 20 日 〉
28日 (月〉 ・水路記念日

せ '''''/・"""'""，..，.."…..，_'/"，..，-/…--…"..，.."…..."，'/'''....
"，.-"""'/"" ..，-'''''''''''''..""，~圃_///1，--""，/--，，，，，，，，-，ー ////"''''/1り知みんなの県政---ぷ:::::::::::::::::::::':::::::.diヨ

被
害
枝
は
切
り
取
ろ
う

こ
の
害
虫
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

米
国
が
原
産
で
、
米
国
で
は
リ
ン
ゴ

な
ど
の
果
樹
や
街
路
樹
の
害
虫
と
し

て
有
名
で
す
。
日
本
へ
は
、
米
軍
の

貨
物
に
つ
い
て
戦
後
入
っ
て
き
た
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
虫
は
、
前
ば
ね
一
、
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
白
い
蛾
で
植
物
の

葉
に
七
百
J
二
千
粒
も
の
卵
を
か
た

め
て
う
み
つ
け
ま
す
。

幼
虫
は
、
初
め
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の

方

こ
の
ぺ

l
ジ
は

市
町
村
、
そ
の

他
の
広
報
紙
の

資
料
と
し
て
、

ご
自
由
に
お
使

い
下
さ
い

~ 

速
や
か
に
と
っ
て
下
さ
い
。
請
求
さ

れ
た
翌
月
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー

ω
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と

な
る
方
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
害
を
持
つ
二
十
才
未
満

の
お
子
さ
ん
を
看
護
し
て
い
る
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
ま
た
は
養
育

14日(月〉

15日(火)

17日(木〉
20日(日〉の

小
さ
な
毛
虫
で

す
が
成
長
す
る
と

一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
に
な
り
、

全
体
は
白
い
長
い

毛
で
お
お
わ
れ
て

い
ま
す
。

発
生
時
期
は
、

六
月
と
八
月
の
年

二
回
発
生
し
、
街

路
樹
、
庭
木
、
果

樹
、
農
作
物
と
、

手
あ
た
り
次
等
食

い
荒
ら
し
て
枯
死

さ
せ
、
時
に
は
家

の
中
ま
で
入
り
こ

む
恐
ろ
し
い
害
虫

で
す
。防

除
の
コ
ツ

早
め
に
見
つ
け
早
め
に
被
害
葉
や

枝
を
切
り
と
っ
て
燃
や
す
か
、
足
な

ど
で
す
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
す
。
そ
の

時
期
は
六
月
上
旬
J
下
旬
と
八
月
中

下
旬
で
、
そ
の
時
期
を
す
ぎ
る
と
幼

虫
が
大
き
く
な
り
分
散
す
る
の
で
薬

剤
散
布
よ
り
方
法
が
な
く
、
あ
ま
り

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

防
除
の
コ
ツ
は
、
早
め
に
み
つ

け
、
早
め
に
防
除
す
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
す
。

者
で
す
。
こ
の
手
当
の
支
給
要
件

.
手
当
額

・
所
得
制
限
等
に
つ
い

て
は
次
に
の
ベ
る
児
童
扶
養
手
当

と
同
じ
で
す
。

ω
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

方
は
、
お
父
さ
ん
の
い
な
い
お
子

さ
ん
を
看
護
し
て
い
る
お
母
さ
ん

ま
た
は
養
育
者
(
児
童
と
同
居

・

看
護

・
生
計
維
持
を
す
る
と
い
う

三
要
件
が
必
要
で
す
)
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
を

そ
な
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。ア
お
父
さ
ん
の
状
態
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

一
、
離

婚

二

、
死
亡

三
、
廃

疾

四

、
生
死
不
明

五
、
遺
棄
六
、
拘
禁

七
、
お
父
さ
ん
が
誰
で
あ
る
か

不
明
。

イ
お
子
さ
ん
の
状
態
が
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

一
日
本
国
民
で
あ
っ
て
日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
公
的
年
金
を
う
け
て
い
な
い

こ
と
(
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ

い
て
支
給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
)

三
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ

ルコ四
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
な
い

こ
ル
コ

五
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
な
い
こ
と
。

ウ
お
子
さ
ん
の
年
令

一
義
務
教
育
終
了
前
。

二
二
十
才
未
満
の
廃
疾
者
。

エ
お
ほ
さ
ん
ま
た
は
養
育
者
の

状
態
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

て
い
る
こ
と
。

一
日
本
国
民
で
あ
っ
て
日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
公
的
年
金
を
う
け
て
い
な
い

こ
ル
コ

三
所
得
制
限
額
を
こ
え
て
い
な

い
こ
ん
」
。

以
上
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
で
す

が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
町
村
役
場

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

今
年
は
児
童
扶
養
手
当
法
お
よ
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ω
手
当
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す。現
行
で
は
月
額
千
九
百
円
で
す

が
、
四
十
四
年
十
月
分
か
ら
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
二
千
百
円
に
な

り
ま
す
。

ω
所
得
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま

す。ア
現
行
で
は
所
得
制
限
額
は
二

十
八
万
円
で
す
が
、
四
十
四
年
五

月
分
か
ら
受
給
者
本
人
の
所
得
制

限
額
が
三
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
扶
養
児
童
一
人
に
つ
き
八
万

円
が
制
限
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

イ
四
十
四
年
五
月
分
か
ら
配
偶

者

・
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
額

が
扶
養
親
族
が
五
人
で
あ
る
場
合

は
百
十
九
万
二
千
五
百
円
に
川
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

水
の
犠
牲
者
を
な
く
し
よ
う

こ
と
し
も
ま
た
、
海
や
川
に
水
に

親
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

夏
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
水
泳
は
最
も

好
ま
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
水

魔
に
よ
る
犠
牲
者
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
年
夏
の
県
内
で
の
水
死
者

は
二
十
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
子
ど
も
の
犠
牲
者
が
断
然
多

く
、
水
死
者
は
十
七
人
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

水
の
事
故
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る

た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

。
子
ど
も
だ
け
の
魚
釣
り
や
水
遊
び

は
避
け
る
よ
う
に
し
、
つ
と
め
て

大
人
が
つ
き
添
い
、
よ
く
注
意
す

『。。
。
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
ら
、
進

ん
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
急
に
水
に
入
る
の
は
危
険
で

す
。
十
分
準
備
運
動
を
し
て

水
に
入
る
よ
う
習
慣
づ
け
る

よ
う
に

。
「
あ
さ
り
貝
」
と
り
は
危
険

を
伴
い
、
と
る
こ
と
を
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
よ

く
注
意
し
あ
い
す
る
こ
と
。

。
青
年
層
は
進
ん
で
救
急
法
や

水
上
安
全
法
の
講
習
を
受
け

て
、
人
命
救
助
に
役
立
て
よ

A
ノ。

方
で
今
年
の
所
得
状
況
屈
の
提
出
は

す
み
ま
し
た
か
。
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
方
は
な
る
べ
く
早
く
印
鑑

・
手

当
証
書
を
も
っ
て
市
福
祉
事
務
所
及

び
町
村
役
場
に
行
き
、
手
続
き
を
取

っ
て
下
さ
い
。

提
出
が
お
く
れ
ま
す
と
手
当
の
支

給
が
お
く
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ

。しV

公

聴

会

〈

7
月
幻
日
か
ら
8
日
間

来
る
七
月
二
十
一
日
富
山
市
水
橋

中
部
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
県
内
八

カ
所
で
県
政
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
、
要

望
な
ど
を
直
接
聴
き
、
今
後
の
県
政

に
反
映
さ
せ
、
併
せ
て
み
な
さ
ん
に

県
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

知
事
は
じ
め
各
部
長
が
出
席
い
た
し

ま
す
。
多
数
参
加
の
う
え
ど
し
ど
し

ご
意
見
な
ど
お
き
か
せ
下
さ
い
。

開
催
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
時

か
ら
十
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

と

き

と

こ

ろ

7
月
紅
白
(
月
)
富
山
市
水
橋
中
部
小

学
校

7
月
辺
日
(
火
)
新
湊
市
放
生
津
小
学

校

7
月
幻
日
(
水
)
入
善
町
中
央
公
民
館

7
月

M
日
(
木
)
城
端
小
学
校
第
二
体

育
館

7
月
お
日
(
金
)
大
山
町
福
祉
セ

ン
タ

7
月
お
日
(
月
)
高
岡
市
北
銀
高
岡
支

庖
ホ

l
ル

7
月

m日
(
火
)
滑
川
市
民
会
館
ホ
l

レ

7
月
初
日
(
水
)
福
岡
町
福
岡
小
学
校

〉

県

政

。
シ
ユ
ノ

l
ケ
ル
(
簡
易
水
中
呼
吸

器
な
ど
の
危
険
な
器
具
を
用
い
て

遊
ば
な
い
よ
う
ふ
だ
ん
か
ら
注
意

し
て
お
く
。

- 23-

一一昭一富山
県警察学校に入校する警察官の採用試験を、

; 次のように行ないます。

a 採用予定数

; 大学卒業者(明春卒業予定者を含む〉約20人， 高校卒業者(明春卒業予定者を含む〉約50人

(受験資格
年令 昭和20年4月2日から昭和26年 4月1

; 日までに生れた男子。ただし明年高校卒

業見込の者は、昭和27年4月1日までに

T 生れた男子

; 身長 160cm以上

3胸囲 身長の 2分の l以上

;体重 50均以上
身体 健全で手足体格正常であるもの。

視力 裸眼 0.6以上

4学力 大学卒業者は、大学卒業程度の学力試

1 験、その他は学歴は問し、ませんが、高校

: 卒業程度の学力試験を行ないます。

t試験日、場所

1 第 1次試験 8月12日 (火〉県立高岡高校に
{ おいて学科試験(択一式50問、作文)お
1 ょび身体検査を行ないます。

; 第2次試験 9月初旬頃第 1次試験の合格者
4 について適正検査、身体精密検査、面接

3 試験などを行ないます。

! 申込期間 6月9日から 8月4日まで

j くわしいことは富山県人事委員会または県

1 笠察本部警務課、各警察署、派出所などにお

! 問いあわせください。

採用

申 込締切 8月 4日

官震，... 警
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の交通日雨

り知

リップに注意/ス

の

雨
の
日
は
、
晴
れ
た
日
な
ど
に
比

べ
て
、
と
か
く
交
通
の
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
に
く
く
な
り
、
交
通
事
故
が
起

こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
通
事
故
の
増
加
す
る

原
因
と
注
意
点
を
次
に
あ
げ
ま
し

た
。
雨
の
多
い
時
期
の
交
通
に
は
、

と
く
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

見
通
し
が
悪
く
な
る

歩
行
者
は
傘
や
カ
ッ
パ
な
ど
で
前

方
に
対
す
る
注
意
が
そ
れ
る
と
と
も

に
、
水
た
ま
り
な
ど
足
元
に
注
意
を

奪
わ
れ
る
た
め
、
自
動
車
が
近
づ
い

て
も
気
づ
か
な
い
こ
と

が

あ

り

ま

す
。
一
方
、
車
の
運
転
者
も
、
窓
ガ

ラ
ス
に

つ
い
た
雨
や
ガ
ラ
ス
の
く
も

""__'"''''''_'''''''_''''''''_'''''_'''''''''''''''.''''_'''''''.""， -t'_ .. ".....，."""・--""，_..""".・...""，....，，，，，，_..，，，，，，.._，，，，，...，_，，，，. 0、必せ，."..""，，，....，，，，，，，，...，..，，，，，..，..，，，，，・...""，岬.."""..，...，，，，，，，..，..，，，，，，
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り
で
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
に
安
全
を

確
か
め
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ

て
い
る
う
え
に
、
歩
行
者
は
ぬ
れ
ま

い
と
し
て
先
を
急
ぐ
の
で
、
無
雑
作

な
交
通
が
行
な
わ
れ
る
結
果
と
な

り
、
事
故
が
起
こ
り
ゃ

す

い

の

で

す
。そ

こ
で
、
歩
行
者
は
、
横
断
歩
道

に
よ
る
正
し
い
横
断
に
心
が
け
、
傘

な
ど
を
あ
ま
り
前
か
が
み
に
さ
さ
な

い
よ
う
に
し
て
、
左
右
の
安
全
を
十

分
確
か
め
る
こ
と
。
ま
た
、
運
転
者

は
、
ウ
イ
ン
ド
ワ
イ
パ
ー
な
ど
よ
く

整
備
す
る
と
と
も
に
、
安
全
運
転
を

励
行
す
る
こ
と
。

七
月
ニ
十
日
か
ら

選
挙
人
名
簿
登
録
制
度
が
か
わ
り
ま
す

り知みんなの県政 122Z;;::::::22Z22:;22222お

挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
の
転
入
届
等
が
必

要し
た
が
っ
て
、
新
た
に
満
二
十
歳

に
な
っ
た
方
や
、
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
は
、
選
挙
人
名
簿
の

登
録
の
申
し
出
を
す
る
必
要
は
な
く

な
り
ま
す
が
、
そ
の
市
町
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず
、
転

入
、
転
居
等
の
届
出
を
し
、
ま
た
自

分
が
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

死亡率が高く 、精神障害、身体障害などが
残る事で恐れられているのが日本脳炎。

本県では、毎年7月下旬から 8月中が発生
期です。最近では、30才から40才の働き盛り
に、患者の発生が多くなってきております。
症状としては、まず軽い発熱が 1日ないし

2日あり 、続いて高熱に変わり 、意識障害、
唖吐、 頭痛、座れん等が起こります。

日本脳炎を防ぐには、まず予防接種を受け
ることです。しかしワクチンを接種してか

ら、人の体に抗体ができるのは、2週間から
1ヵ月かかりますから、予防接種はなるべく
早く受けることが大切。

日本脳炎は、蚊が媒介するものですから、
蚊の発生源をなくし、蚊に刺されないように
するこ とと、睡眠を十分にとり疲労しないよ
うにして、栄養を十分にとって、体力をつけ
ることが大切です。

日本脳炎を防ごう

予防接種を /

車
が
止
ま
り
に
く
く
な
る

毎
時
四
十
キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が

前
方
に
危
険
を
感
じ
て
、
と

っ
さ
に

ブ
レ
ー
キ
を
ふ
み
、
完
全
に
停
止
で

き
る
ま
で
の
距
離
は
‘
乾
い
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
上
で
は
十
七

・
五

M
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
ぬ
れ
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
ま
た
は
砂
利
道
で
は
二
十
一

M
を
必
要
と
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
時
六
十
キ
ロ
の
速
度
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一

・
五
対
が
三

十
八

M
に
、
さ
ら
に
毎
時
八
十
キロ
の

速
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
一

M
が

六
十
四

M
に
と
、
か
な
り
聞
き
が
で

て
き
ま
す
。
特
に
、
ぬ
れ
た
道
路
上

で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て
危
険
で
す
か
ら
、
常
に
速

度
を
控
え
目
に
し
て
、
追
突
事
故
な

ど
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

v
y
」。道

路
の
路
肩
が
ゆ
る
ん
で
い
る

大
雨
や
長
雨
の
と
き
は
、
地
盤
が

ゆ
る
ん
で
い
る
の
で
、
路
肩
が
弱
く

な
っ
て
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
無
理
な
追
越
し
ゃ
離

合
な
ど
で
、
不
用
意
に
路
肩
に
近
づ

く
と
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
し
ば
し

ば
大
き
な
転
落
事
故
を
起
-
」
す
原
因

に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
パ
ス
や

ト
ラ

ッ
ク
な
ど
、
重
量
の
あ
る
車
は

用
心
す
る
こ
と
。

水
た
ま
り
や
ぬ
か
る
み
に
注
意

い
る
か
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

な
い
と
投
票
が
で
き
な
く
な
る

現
に
そ
の
市
町
村
に
住
所
を
持

ち
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
も
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
七
月
二
十
日
以
降

は
選
挙
人
名
簿
か
ら
ま
っ
消
さ
れ
、

投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

か
な
ら
ず
七
月
十
九
日
ま
で
に
住
民

基
本
台
帳
の
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
の
届
出
は
正
確
に

ち

漢

ーー舟
、ー

一
番
あ
ぶ
な
い
夏
の
夜

夏
は
住
ま
い
が
開
放
的
と
な
り
、

女
性
は
涼
し
さ
を
十
分
取
り
い
れ
た

大
担
な
ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
ね
ら
っ
て
ち
漢
が
目
を
光
ら
せ

て
い
ま
す
。

。
夜
の
ひ
と
り
歩
き
は
さ
け
る
。

。
夜
お
そ
く
な
る
場
合
は
、
家
の
人

に
迎
え
に
き
て
も
ら
う
。

。
夜
は
、
多
少
遠
回
り
に
な
っ
て

も
、
明
る
く
に
、ぎ
や
か
な
道
を
通

る
よ
う
に
す
る
。

。
男
性
を
刺
激
し
過
ぎ
る
服
装
や
、

だ
ら
し
な
い
態
度
を
つ
つ
し
む
。

。
知
ら
な
い
男
の
運
転
す
る
自
動
車

に
は
絶
対
に
乗
ら
な
い
。

。
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
、
浴
室
の
窓

を
開
け
放
し
に
し
な
い
。
こ
れ

車
が
水
た
ま
り
や
ぬ
か
る
み
を
通

る
時
は
、
泥
水
を
は
ね
飛
ば
し
て
通

行
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
し
な
い
よ

う
、
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
泥
水
を
と
ば

す
と、

歩
行
者
が
そ
れ
を
さ
け
よ
う

と
し
て
、
思
わ
ぬ
交
通
事
故
の
原
因

と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

運
転
者
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て

も
、
泥
よ
け
器
を
つ
け
る
な
、
と
し
て

泥
水
を
と
ば
さ
な
い
よ
う
、
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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こ
の
よ
う
に
住
民
基
本
台
帳
の
住

民
票
は
、
選
挙
権
の
行
使
に
限
ら

ず
、
市
町
村
の
住
民
行
政
の
基
本
に

な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
窓
口
が
一

本
化
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
住
民
票

の
届
出
だ
け
す
ま
せ
ま
す
と
他
の
届

出
を
し
な
く
て
も
す
べ
て
内
部
連
絡

で
処
理
が
な
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
に

記
入
す
る
転
入
、
転
出
、
転
居
、
世

帯
変
更
等
の
届
出
は
正
確
に
、
か

つ
、
す
み
や
か
に
行
な
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

用

IL' 

ノ

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
住
民
基

本
台
帳
を
も
と
に

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
そ
の
市

町
村
に
引
き
続
き
三
か
月
以
上
住
所

を
持
ち
、
年
令
満
二
十
才
以
上
の
方

に
つ
い
て
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
七
月

二
十
日
以
降
は
次
の
よ
う
に
制
度
が

変
わ
り
ま
す
。

そ
の
市
町
村
に
住
所
を
持
ち
、
年

令
満
二
十
才
以
上
の
方
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
引
き
続
き
三
か
月
以
上
記

録
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
職
権
で
選

0 もし携ザ一撃のノミにき あ たれは
番しよ帯 10退「ク 、のそりそ 暴 だる
ブーうし」番用ちトコたのまれ 力 きこち
ザー。まをブー漢型ンめとすで に たと漢

。も 泣 いで防
、き もす止

万 寝 の。の
一 入 でぜた
と り すひめ
い は 。実に
う 禁 行よ
こ 物 しく
と てい
が いわ

- 24ー

ー
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
襲
わ
れ
た

ら
、

。
大
き
な
戸
を
出
し
て
助
け
を
呼
ぶ

。
近
く
の
家
へ
飛
び
込
む

そ
し
て
、
す
ぐ
警
察
へ

届
け
ま
し

ょ
う
。
警
察
で
は
、あ
な
た
の
秘
密
を

必
ず
守
り
ま
す
。
は
ず
か
し
が
っ
て

届
け
を
し
な
か
っ
た
り
、
お
く
ら
せ

た
り
す
る
と
、
ち
漢
を
ま
す
ま
す
増

長
さ
せ
、
不
幸
な
被
害
者
が
次
々
と

で
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

O
一一

O
番
ブ
ザ
ー
は
一
個
コ
二

O

円
で
各
地
区
防
犯
協
会
で
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

有
峰
青
少
年
の
家

六
月
二
十
日
か
ら
開
所

有
峰
青
山
刈
年
の
家
で
は
、
青
少
年

が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
自
然
に

親
し
み
、
体
育

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
性
や
友
愛

心
を
は
ぐ
く
み
、
積
極
的
、
創
造
的

な
活
動
力
を
高
め
て
健
全
な
青
少

年
、
よ
い
社
会
人
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

利
用
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

団
体
に
あ
っ
て
は
、
な
る
べ
く
利
用

日
の
二
週
間
前
ま

T
に
、
個
人
に
あ

っ
て
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
県
庁
青

少
年
室
(
電
話
富
山
三
一
ー
四

一一

一
)
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



みんなの県政

越
申
史

'司吋

百
年
も
衆
徒
の
手
で
政
治

前
号
に
は
、
文
明
十
三
年
の
井
波

ず

い

せ

ん

じ

み

つ

よ

し

瑞
泉
寺
と
、
福
光
城
主
石
黒
光
義
と

の
合
戦
、
お
よ
び
石
黒
氏
の
滅
亡
に

つ
い
て
述
べ
た
。
し
か
し
、

一
向
一

撲
は
文
明
十
三
年
に
は
じ
め
て
起
こ

っ
た
の
で
な
く
て
、
前
十

一
年
に
も

一
撲
が
あ
っ
た
。

ま
た
福
光
の
石
黒
氏
は
滅
亡
し
た

が
、
木
舟
城
そ
の
他
に
も
石
黒
一
族

が
勢
力
を
張
っ
て
お
り
、
戦
国
の
歴

史
に
活
躍
す
る
。

文
明
十
三
年
(
一
四
八
一
)
の
越

中
一
撲
の
の
ち
加
賀
の
守
護
富
樫
政

ち

か

ち

ょ

う

親
は
、
加
賀
の
一
撲
が
ま
す
ま
す
跳

梁
す
る
こ
と
を
憂
い
、

防

備

を

固

め
、
戦
備
を
整
え
た
。
一
撲
側
も
こ

れ
を
聞
い
て
、
新
た
に
塁
を
築
い
て

対
抗
し
た
。

長
享
二
年
(
一
四
八
八
)
、
室
町

幕
府
は
越
前

・
越
中
の
武
士
に
命

じ
、
と
も
に
兵
を
出
し
て
富
樫
氏
を

捺

(
そ
の
一
一
)

救
援
す
る
よ
う
に
通
達
し
た
が
、

一

撲
も
ま
た
策
動
し
て
、
河
北
郡
の
一

授
は
国
境
で
越
中
軍
の
侵
入
を
防

ぎ
、
江
沼
郡
の
一
撲
は
越
前
軍
を
さ

え
ぎ
り
、
他
の
主
力
を
以
て
直
ち
に

富
樫
政
親
の
居
城
を
襲
う
こ
と
と
な

と
が
し
や
す
た
か

っ
た
。
こ
の
時
、
分
家
の
富
樫
泰
高

は
一
撲
に
推
さ
れ
て
そ
の
総
師
と
な

っ
た
。ま

た
白
山
の
衆
徒
は
大
勢
を
察
し

て
一
撲
に
味
方
し
た
。
白
山
は
旧
仏

教
天
台
宗
だ
か
ら
、
当
然
反
一
撲
と

な
る
‘
べ
き
だ
が
、
先
年
医
王
山
惣
海

寺
が
一
撲
に
徹
底
的
に
焼
き
払
わ
れ

た
の
に
こ
り
た
の
で
あ
ろ
う
。

じ

ん

ほ

し

い

な

越
中
で
は
、
神
保

・
椎
名
氏
は
大

軍
を
あ
つ
め
て
富
樫
氏
を
救
援
せ
ん

と
し
た
が
、
越
中
一
撲
は
こ
れ
を
放

生
津
や
吉
江
や
国
境
で
妨
害
し
た
。

か
く
し
て
孤
城
無
援
の
政
現
は
高
尾

城
で
自
殺
す
る
に
至
り
、

一
撲
は
余

勢
を
以
て
能
登

・
越
中
に
侵
入
す
る

に
至
っ
た
。
こ
れ
か
ら
約
百
年
間
、

加
賀
国
は
守
護
を
失
い
、
完
全
に
一

向
一
撲
の
支
配
す
る
国
と
な
り
、
土

豪

・
坊
主

・
農
民
の
代
表
か
ら
な
る

合
議
制
の
領
国
支
配
が
つ
づ
い
た
。

分
家
の
泰
高
は
、

一
撲
の
力
を
か
り

て
本
家
を
滅
ぼ
し
た
が
、
や
が
て
そ

の
制
を
仰
ぐ
に
至
り
、
子
孫
は
そ
の

一
撲
の
為
に
滅
ぼ
さ
れ
、
名
門
富
樫

氏
は
滅
亡
し
た
。

越
中
で
は
、
守
護
代
の
神
保
氏
や

椎
名
氏
そ
の
他
の
在
地
武
士
の
勢
力

が
な
お
健
在
で
、

一
向
一
撲
に
よ
る

越
中
の
完
全
支
配
は
で
き
な
か
っ
た

が
砺
波
郡
に
お
い
て
は
瑞
泉
寺
や
土

や

ま

ご

ほ

う

あ

ん

に

よ

う

じ

山
御
坊
(
安
養
寺
と
も
い
う
、
の
ち

勝
興
寺
と
な
る
)
な
ど
の
大
坊
主
を

中
心
と
し
て
、
土
豪
や
名
主
が
結
托

し
て
、
牢
固
た
る
勢
力
を
き
ず
い

た。
一
撲
に
加
わ
る
地
方
武
士
も

一
向
一
段
と
い
う
と
、
坊
主
と
門

徒
と
の
結
合
し
た
、
純
粋
な
宗
教
的

戦
斗
団
体
な
い
し
護
教
的
軍
隊
と
思

う
人
が
多
い
が
、
そ
う
い
う
単
純
な

も
の
で
な
い
。

越
中
で
い
え
ば
、
瑞
泉
寺

・
勝
興

寺

・
差
口
徳
寺
な
ど
の
大
坊
主
が
中
核

と
な
り
(
連
隊
長
格
か
〉
そ
の
配
下

に
中
小
の
真
宗
寺
院
坊
主
が
中
隊
長

-
小
隊
長
格
で
農
民

門
徒
を
指
揮
し
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
の
ほ
か
、

重
要
メ
ン
バ
ー
と
し

て
土
豪
武
士
が
参
加

し
た
。
時
は
戦
国
時

代
で
あ
る
。
槍
一
本

で
一
国
一
城
の
主
と

な
れ
る
時
代
で
あ

る
。小

粒
武
士
で
も
チ

ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば

ま
た
、
器
量
さ
え
あ

守

れ
ば
中
粒
武
士
に
な

ろ
う
と
思
う
の
は
当

然
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、

一
向
一
挟

そ
そ

の
力
を
借
り
る
の
が

い
ち
ば
ん
手
っ
と
り
早
い
。
一
撲
の

方
で
も
か
か
る
土
豪
武
土
の
戦
力
を

利
用
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
農
民
門
徒
に
し
て
も
、
連

ひ
‘
え
い

年
の
戦
乱
に
よ
り
疲
弊
し
て
い
る
か

ら
、
手
ご
わ
い
武
士
(
守
護
代
ら
〉

き
く
し
ゅ

の
圧
迫
、
搾
取
に
苦
し
む
よ
り
、

一

向
宗
僧
侶
を
支
配
者
と
し
て
自
由
に

生
活
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
は
る
か
に
安
楽
で
あ
る
。

r=全2
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川
左
岸
で
起
工
式

国
道
八
号
線
の
富
山
|
|
高
岡
バ
イ

パ
ス
工
事
の
建
設
は
、
い
よ
い
よ
本
格

的
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
五

月
八
日
新
湊
市
川
口
地
内
の
庄
川
左
岸

の
現
地
で
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た。
バ
イ
パ
ス
建
設
は
、
交
通
の
渋
滞
緩

和
の
た
め
、
四
十

一
年
十
一
月
に
実
施

計
画
を
た
て
、
総
事
業
費
百
五
十
七
億

円
で
四
十
五
年
に
は
一
部
開
通
、
四
十

六
年
中
に
は
全
線
二
車
線
を
開
通
さ
せ

る
も
の
。
さ
ら
に
、
四
十
九
年
に
は
富

山
市
金
泉
寺
|
|
高
岡
市
四
ツ
屋
間
全

線
四
車
線
開
通
の
見
込
み
。

起
工
式
で
鍬
入
す
る
金
子
出
納
長

立
山
道
路
、
桂
台
|
美
女
平
間
で

第
三
号
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

立
山
、
黒
部
観
光
ル

l
ト
の
一
環
で
あ
る
桂
台
、
美
女

平
間
の
自
動
車
道
路
建
設
の
難
所
と
さ
れ
て
い
た
第
三
号

ト
ン
ネ
ル
(
二
七
七
対
〉
が
五
月
二
十
三
日
貫
通
を
み
た
。

こ
れ
で
四
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
全
線
(
五
、
四
九
一

M

〉
が
、

一
応
工
事
用
車
両
の
通
行
が
可
能
に
な
り
、
早
期

完
成
を
期
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
道
路
建
設
工
事
は
、
四
十

一
年
六
月
、
T
K
A
(

立
山、

黒
部
、
有
峰
開
発
紛
)
か
ら
県
が
受
託
し
て
着
工

し
て
い
る
も
の
で
、
こ
と
し
九
月
末
に
は
完
成
し
、
富
山

市
か
ら
弥
陀
ケ
原
を
経
て
車
の
ま
ま
標
高
二
千
五
百

M
の

室
堂
ま
で
一
気
に
自
動
車
で
登
れ
る
よ
う
に
な
る
。

新3号トンネル貫通の電気発磁のスイッチを入れる森土木部長

アルミ産業相次いで進出

新港
背後地

寺興勝

- 26-

こ
の
よ
う
に
、
一
向
一
撲
と
は
、

真
宗
大
坊
主
と
農
民
門
徒
と
土
豪
武

士
と
が
、
宗
教
的
に
は
法
主
を
頂
点

と
し
て
、
阿
弥
陀
一
仏
へ
の
信
仰
に

よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
政
治
的
軍
事
的

経
済
的
に
は
利
害
一
致
し
て
固
く
結

び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

県
史
編
さ
ん
室

橋

本

芳

雄

住友電工など四社

富
山
新
港
背
後
地
の
臨
海
工
業
地
帯

へ
ア
ル
ミ
加
工
工
場
の
誘
致
が
決
ま
り

六
月
十
一
日
県
庁
で
用
地
買
収
の
調
印

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

進
出
の
決
ま
っ
た
の
は
、
三
協
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
(
本
社
高
岡
市
)
、
ア
イ
シ

ン
精
機
(
本
社
愛
知
県
刈
谷
市
〉

、
住

友
電
気
工
業
(
本
社
大
阪
市
)
の
三
社

で
、
い
ず
れ
も
住
友
化
学
の
ア
ル
ミ
を

受
け
て
製
品
を
作
る
も
の
で
、
日
本
で

も
大
き
な
規
模
の
ア
ル
ミ
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
な
お
、
関
連
産

業
と
し
て
六
月
九
日
に
鈴
木
自
動
車
も

進
出
し
て
い
る
。

富山新浴用地買収に調印する吉田富山県知事とアイシン精機渡辺社長



み

ん
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7 富山県の自然の

県

政 峡;通神定
園

県
公

峡

神
通
川
は
、
岐
阜
県
か
ら
富
山
県

に
入
り
、
猪
谷
か
ら
笹
津
の
聞
は
、

両
岩
の
山
に
は
さ
ま
れ
、
美
し
い
峡

谷
を
な
し
て
い
る
。
黒
部
峡
谷
の
よ

う
な
け
わ
し
さ
は
な
い
が
、
左
岸
を

走
る
国
道
制
号
線
の
流
れ
る
よ
う
な

ペ
ー
ブ
メ
ン
ト
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る

と
、
四
季
に
わ
た
っ
て
、
山
々
の
樹

木
と
、
清
ら
か
な
流
れ
、
点
在
す
る

民
家
の
屋
根
と
が
調
和
を
な
し
、
日

本
の
自
然
の
縮
図
を
み
る
よ
う
に
心

ゆ
た
か
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に

神
通
第
二
、
神
通
第
三
発
電
所
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
、
人
造
湖
と
い
う
現

代
が
あ
る
。

じ
っ
く
り
と
神
通
峡
を
観
賞
し
た

い
な
ら
、
神
通
第
二
の
ダ
ム
か
ら
細

人
村
片
掛
ま
で
の
片
路
峡
を
探
勝
す

る
の
も
よ
い
。

県
立
公
園
の
区
域
に
は
、
寺
家
公

園
、
猿
倉
山
、
御
前
山
高
原
へ
は
猿

倉
か
ら
林
道
が
通
じ
て
お
り
、
こ
こ

か
ら
富
山
平
野
が
大
観
で
き
、
い
ろ

ん
な
樹
木
に
覆
わ
れ
た
自
然
の
庭
園

は
、
手
近
な
ハ
イ
キ
ン
グ
の
場
と
し

て
お
す
す
め
し
た
い
。

ま
た
、
冬
の
猿
倉
山
は
ス
キ
l
場

と
し
て
、
格
好
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
夏
は
牧
場
と
し
て
、
の
ど
か

な
牛
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

通神

6
・
7
月
合
併
旦
'

均
一
概
富
山
県
総
務
課
長

富

山

市

新

総

幽

輪

一

番

七

号

電

話

富

山

(

れ

)

四

一

郵

便

番

号

九

三

O

印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社

昭
和
四
十
四
年
六
月
三
十
日
発
行
(
第
七
号
〉


